





























































モニタリングと適応性のある管理





対応：





適応能力：





感受性：





湿地が脆弱な場合，適応性のある手順で対応と克服する際の制約を築く．





さらなる対応は必要がない．





リスクの最小化と管理－不意の，あるいはまた大きな，湿地の生態学的特徴の変化のリスクを最少限にすることができるような対応の選択枝を築く．湿地の適応能力や感受性，回復力の程度によっては，リスクを管理するさらなる対応が必要ない場合もあろう．対応と克服する際の制約とのあいだのトレードオフ分析が必要なこともある．





現在の状態と最近の傾向





利害関係者の参加を得て，変化要因の時間的経過を含むシナリオを築く．





リスク認識－湿地の感受性と適応能力を特定の害のリスクに基づいて評価し，変化要因の時間的経過を含むもっともらしいシナリオを築く．
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リスク評価－（空間的ならびに時間的に）生物物理学的ならびに社会的な系を特徴づけることによって現在の状態と最近の傾向を確証し，また過去ならびに現在の変化要因を確証する．そして，湿地の生態学的特徴に特に悪影響を与える害のリスクを特定する．








